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･編集後記…

禽新たた年を迎え,地質ニュｰスのさらなる発展を

心掛けたいと思います.今年中には500号を迎える

こととなります.みたさまの一層のご支援･ご協力

をお願いいたします.

禽今月号の表紙は大阪地域地質センタｰの鎌田浩毅

氏による北九州で久方ぶりに活動した九重火山の様

子です.遠方に雲仙火山が望める絶好の風景写真に

もなっています､同氏の素早い対応と写真の提供を.

感謝いたします.

合口絵はまず貴治康夫･木谷幹一両氏による活断層

と岩脈の生成関係を示唆する露頭写真です.両氏に

は最初は原稿として投稿していただきましたが,内

容的には地質ニュｰスよりも学会誌の方が適当だと

思いました.ただ写真類は広く関心を呼ぶものが多

く,沢山ある中から選ばせていただきました.今後

ともよろしく現地の情報をお願いいたします.

合巻頭エッセイは,年頭所感として佐藤壮郎所長に

私達が今後取り組むべき大きな課題の1つである

成果の社会への還元について触れていただきまし

た1

喰六号は最初に所外の方表から次の3つの力作が

よせられています.いずれも読みごたえのある話で

す.

禽雨雲昭三郎氏には本文の掲載原稿の中からカラｰ

写真がふさわしい図を選んで口絵とさせていただき

ました.また,本文レビュｰでは地球の深部構造や

その運動について近年地球物理学的手法やコンピュ

ｰタｰ解析技術の進展によって新たな情報が続々明

らかになってきた最新の状況を報告していただきま

した.

禽丸山茂徳氏他には太古代造山運動についてグリｰ

ンランドを例に述べていただきました.豊富なデｰ

タから明らかにたっていく変成作用の様子をお楽し

みください.

禽梶原良道氏には海底の熱水噴気孔鉱床の様子をレ

ポｰトしていただきました.まさに今熱い関心を呼

んでいる話題です.

禽寺島滋･中尾征三両氏には海底堆積物中の金に

ついての話題を提供していただきました.

禽佐藤隆司氏他には兵庫県南部地震関連の記事とし

て地震後の断層の動きについての報告をしていただ

きました.

禽松江千佐世氏には標本館所蔵の明石について貴重

な書誌学的ともいえる情報をよせていただきまし

た.<編集委員長加藤磧一〉
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